
　平成19年4月1日から新通北下江の施設管理と敷地利用について協定書を取り交わしました。

　白根郷土地改良区では、地域住民と協働して土地改良施設の美化活動を行い、うるおいのある美しい

　ふるさとづくりを実現するため、平成１９年度から白根郷”水と土のふるさとづくり”という「水路

　アダプト・プログラム（里親制度）」を実施しています。その第１号として協定書を取り交わしました。

　　この排水路はすぐ脇に小学校があり、住宅団地の真ん中を通っているため暗渠化しました。その上部

　敷地の雑草対策をかねて周辺住民の方々から農業体験の場として利用してもらおうと協議を進め、管理

　組織が設立されました。

対象施設名 総延長

協定締結

区間延長

新通北下江 950 m 430 m

水土里の散歩道を造るため

土改職員と協働での整地作業

　　[維持管理活動：9月]

　○水路敷地周辺の清掃活動

　○水路敷地での播種、苗植

　　　水土里の散歩道に

　　ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟを敷き詰める

　　[維持管理活動：9月]

施設管理協定締結日:平成19年4月1日

　○施設監視活動

取り組む活動内容

　○水路敷地の除草

事業対象施設

協定締結区間

凡　　　　　例


